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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　定款第14条に基づく定時総会につきまして、以下の日程を予定していますが、開催方法等につきましては、
今後の新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら検討させていただきます。

記

公益社団法人埼玉県獣医師会第73回定時総会
並びに　埼玉県獣医師連盟総会の開催について

１．日時　令和３年６月３日（木）午後
２．場所　さいたま市大宮区「清水園」
３．議事
報告事項 
　令和３年度事業計画および収支予算に関する件 
決議事項
　第１号議案　�令和２年度事業報告の承認に関す

る件
　第２号議案　令和２年度決算の承認に関する件

第３号議案　�令和３年度会費（負担金）および入
会金（案）に関する件

第４号議案　�令和３年度一時借入金の最高限度額
および借入・預入先金融機関の決定
に関する件

第５号議案　令和３年度役員報酬に関する件
第６号議案　役員の選任に関する件
付帯決議

埼玉県獣医師連盟総会の開催について
　前記の埼玉県獣医師会第73回定時総会開催に先立ち、令和３年６月３日（木）午後に、埼玉県獣医師会
総会会場（さいたま市大宮区「清水園」）において開催する予定ですが、こちらも開催方法等につきましては、
新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら検討させていただきます。

１．日時
　　令和３年６月３日（木）午後
2．場所
　　さいたま市大宮区「清水園」
3．議事

第１号議案　�令和２年事業報告および収支決算の
承認に関する件

第２号議案　�令和３年事業計画および会費徴収
（案）に関する件
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２日獣発第277号
令和３年３月２日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

狂犬病予防法施行規則の一部を改正する省令の施行について

　令和３年度の狂犬病予防注射の実施については、本会からの要請を受け、令和３年２月10日付け事務
連絡をもって厚生労働省健康局結核感染症課から令和３年度の狂犬病予防注射の実施方針について各都
道府県、保健所設置市等衛生主管部（局）長あてに通知され、令和３年２月15日付け事務連絡をもって
地方獣医師会あてその旨を周知したところです。
　今般、さらに令和３年２月26日付け健発0226第４号をもって、厚生労働省健康局長から狂犬病予防法
施行規則の一部を改正する省令(令和３年厚生労働省令第42号)が公布されたことについて別添のとおり
通知がありましたのでお知らせします。
　このたびの省令改正については、令和２年の省令改正（令和２年厚生労働省令121号）に準じた内容
となっておりますが、予防注射の時期については、新型コロナウイルスの発生又はまん延の影響による
やむを得ない事情がある場合は、令和３年３月２日から同年12月31日までの間に受けることも差し支え
ないこととされました。
　つきましては、貴会会員へその旨周知いただき、各都道府県及び市区町村等と連携し、速やかに令和
３年度の予防注射の接種計画を策定の上、予防注射が漏れなく実施されるよう特段のご配慮をいただき
たく重ねてお願い申し上げます。

健発0226第４号
令和３年２月26日

公益社団法人　日本獣医師会会長　殿
厚生労働省健康局長

（公印省略）

狂犬病予防法施行規則の一部を改正する省令の施行について

　貴会におかれましては、日頃から狂犬病予防対策への格段の御理解と御尽力を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　狂犬病予防法施行規則の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第42号）が本日公布され、別添
のとおり、各都道府県知事、保健所設置市長及び特別区長あてに通知しましたので、貴会におかれまし
ても狂犬病予防業務の推進について連携方御協力いただくとともに、貴会会員への周知等について、特
段の御配慮をお願い致します。なお、公益財団法人日本動物愛護協会、公益社団法人日本動物福祉協会
及び公益社団法人日本愛玩動物協会に対しても周知等について協力を依頼していることを申し添えま
す。
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別添
健発0226第３号
令和３年２月26日

　　都 道 府 県 知 事
各　保健所設置市長　殿
　　特 別 区 長

厚生労働省健康局長
（ 公 印 省 略 ）

狂犬病予防法施行規則の一部を改正する省令の施行について（施行通知）

　本日、狂犬病予防法施行規則の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第42号）が公布されたと
ころ、改正の概要等は下記のとおりですので、御了知の上、関係者へ周知いただくとともに、その適切
な運用に御配慮願います。

記

１改正の趣旨
　○�　狂犬病予防法（昭和25年法律第247号。以下「法」という。）第５条第１項の規定により、犬の所

有者又は管理者は、その犬に狂犬病の予防注射を年１回受けさせなければならないこととされてい
る。

　○�　当該予防注射の時期については、狂犬病予防法施行規則（昭和25年厚生省令第52号。以下「則」
という。）第11条第１項及び第２項の規定により、生後91日以上の犬の所有者は、４月１日から６
月30日までの間（生後91日以上の犬であって、予防注射を受けたかどうか明らかでない犬を所有す
るに至った場合は、その犬を所有するに至った日から30日以内）に当該予防注射をすることとされ
ている。

　○�　今般、現下の新型コロナウイルス感染症の流行状況等を踏まえ、当該期間内に予防注射を受けさ
せることができない場合を考慮し、令和３年における取扱いについて所要の改正を行うもの。

２改正の内容
　�　令和３年３月２日から同年12月31日までの間、新型コロナウイルス感染症の発生又はまん延の影響

によるやむを得ない事情により、則第11条第１項又は第２項（これらの規定を同条第３項の規定によ
り読み替えて適用する場合を含む。）において規定する期間内に狂犬病の予防注射を受けさせること
ができなかった犬の所有者又は管理者について、当該事情が消滅した後速やかにその犬について狂犬
病の予防注射を受けさせたときは、当該期間内に注射を受けさせたものとみなすこととする。

３施行期日
　令和３年３月２日から施行する。

（ ）
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４留意事項
　⑴�　本改正は、狂犬病の予防注射の接種時期に係る規定について、今般の新型コロナウイルス感染症

の発生を踏まえて緩和する特例措置を設けたものであり、法第５条第１項で規定する狂犬病の予防
注射そのものを不要とするものではないこと。

　⑵�　このため、犬の所有者等に対しては、やむを得ない事情が消滅した後は、速やかに犬に狂犬病の
予防注射を受けさせるよう指導すること。

広告
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　令和３年３月１１日（木）に開催された第２回班長会議において、新型コロナウイルスの感染拡大防止に関
する集合狂犬病予防注射実施時の注意事項が下記のとおり改訂されました。
　来年度の集合狂犬病予防注射の実施に際しては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各会場で実施
していただきますよう、よろしくお願いします。
　なお、マスク、ラテックスグローブ、フェイスシールドは必要数を各班に配布させていただきます。

記

新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する集合狂犬病予防注射実施時の注意事項（改訂版）

令和３年３月１１日

公益社団法人埼玉県獣医師会
会　長　髙橋　三男

　狂犬病予防委員会　　　　　
委員長　渋谷　正志

１　出場当日に体調が悪い場合は体温測定を行い、「３７．５℃以上」の場合は出場を取りやめること。
　・この場合、代理者に出場を依頼する。
　・各班長は代理の待機人員を配置しておく
　・やむを得ない場合に限り、他の出場者のみで対応する。

２　出場者は、会場ではマスク、手袋を着用すること。

３　問診者はフェイスシールドを着用すること。

４　予防注射ごとに手袋の上から手指の消毒を行うこと。

５　獣医師等の間隔は２メートル以上とすること。

６　飼い主にマスク着用をお願いすること。

７　飼い主が手指を消毒できるように、会場に消毒薬等を設置すること。

８　待ち時間、問診、注射時等に飼い主同士が距離を空けるよう指示すること。

新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する
　　集合狂犬病予防注射実施時の注意事項の改訂について
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令和２年度　集合狂犬病予防注射関係資材売買契約会
　令和３年２月２６日（金）午後１時３０分から、埼玉県農業共済会館において次の事項を協議した。
１　会長挨拶
　�　昨年は集合注射の開始とともに緊急事態宣言が発令され、対前年比１３．５％の実施率になったが、各社に

は動物病院による資材の買取りや購入した資材の保管など多大なご協力をいただいた。集合狂犬病予防注
射業務については、社会に貢献する重要な公益事業であるため、賛助会員の各社と十分に連携して確実に
実施できるよう努めてまいりたい。
２　協議事項
　⑴　令和３年度集合狂犬病予防注射関係資材売買契約について
　　�　各社から提出された狂犬病ワクチン及び注射用資材等についての見積価格を比較検討し、資材ごとに

見積の最低価格を契約単価として各社と売買契約を締結することとなった。
　　　なお、昨年度購入後保管している資材以外の部分を新たに納入するよう依頼した。
　⑵　その他
　　�　集合狂犬病予防注射実施班ごとへの資材納入に当たっては、各社が班長と十分に連絡を取り、資材が

円滑に納入されるよう要請した。

第２回　狂犬病予防委員会
　令和３年３月１１日（木）午後１時３０分から、さいたま市「清水園」において次の事項を協議した。
１　会長挨拶
　�　緊急事態宣言が延期されいつ解除されるかみ通しがつかない事態になっている。オリンピックを始め問

題が山積しているなか、新型コロナのワクチン接種も開始され、混乱した１年になると思われる。しかし、
埼玉県獣医師会は公益法人として大きな役割を果たさなければならない。会が繁栄することは皆さんの病
院の繁栄にもつながりますのでよろしくお願いします。
２　協議事項
　⑴　令和３年度集合狂犬病予防注射実施について
　　�　令和３年度における実施予定者、ワクチン等の関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書類

等について協議し決定した。
　　�　事故が発生した場合には、実施者、班長、事務局、委員、支部長等がよく連携をとって、迅速・適確

な対応を取ることとした。
　　�　また、新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する集合狂犬病予防注射実施時の注意事項の改訂につ

いて検討し、この後開催する班長会議で協議することとなった。

第２回　班長会議
　第２回狂犬病予防委員会に引き続き、令和３年３月１１日（木）午後２時３０分から、さいたま市「清水園」
において次の事項を協議した。
１　協議事項
　⑴　令和３度集合狂犬病予防注射実施について
　　�　令和３年度の実施予定者、ワクチン等関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書類等につい

て説明し、円滑な実施を徹底した。

会 務 報 告
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　　�　事故が発生した場合には、関係者との連携や事故報告の提出などについて、迅速・適確な対応を要請
した。

　　�　また、新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する集合狂犬病予防注射実施時の注意事項の改訂につ
いて検討し、以下のとおり決定した。

新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する集合狂犬病予防注射実施時の注意事項（改訂版）

令和３年３月１１日

公益社団法人埼玉県獣医師会
会　長　髙橋　三男

狂犬病予防委員会　　　　　
委員長　渋谷　正志

１　出場当日に体調が悪い場合は体温測定を行い、「３７．５℃以上」の場合は出場を取りやめること。
　・この場合、代理者に出場を依頼する。
　・各班長は代理の待機人員を配置しておく
　・やむを得ない場合に限り、他の出場者のみで対応する。

２　出場者は、会場ではマスク、手袋を着用すること。

３　問診者はフェイスシールドを着用すること。

４　予防注射ごとに手袋の上から手指の消毒を行うこと。

５　獣医師等の間隔は２メートル以上とすること。

６　飼い主にマスク着用をお願いすること。

７　飼い主が手指を消毒できるように、会場に消毒薬等を設置すること。

８　待ち時間、問診、注射時等に飼い主同士が距離を空けるよう指示すること。
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八
やし ま

島　裕
ひろき

樹
団体支部

綿
わたぬき

貫　亨
とおる

団体支部

新　入　会　員
新入会員報告

支　部　名 氏　　　　　名 勤　　務　　先
団体 綿　貫　　　亨 久喜市・長谷川動物病院
団体 八　島　裕　樹 久喜市・長谷川動物病院

勤務部会

広告



9

ひ　ろ　ば 西支部学術講習会（Web開催）報告①
西支部長　別部　　博司
学術委員　岡田　かおり

　令和３年２月２８日（日）西支部学術講習会をオンラインセミナー形式で開催いたしました。講師にはパル
動物病院、日本小動物医療センター眼科の小野啓先生をお招きし、「眼表面(眼瞼、結膜、瞬膜)の主な疾患」
という演題でご講演頂きました。西支部内で希望のあったテーマを多く取り入れて頂き、一番希望の多かっ
た乾性角結膜炎をはじめ、眼瞼の腫瘤や瞬膜腺整復の手術まで、日々の診療に役立つお話をたくさん盛り込
んで頂きました。会場開催のセミナーは会場の大きさやプロジェクターによって、画像が見えにくい場合が
ありますが、ＰＣでは画像を鮮明に見ることができ、オンラインセミナーのメリットであると感じました。
講師の小野啓先生と今回ご参加頂いた先生方に感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 衛生支部 団体支部 所属不明

63名 9名 9名 22名 8名 8名 1名 4名 2名

西支部学術講習会（Web開催）報告②
西支部長　別部　　博司
学術委員　岡田　かおり

　令和３年３月２１日(日)西支部学術講習会をオンラインセミナー形式で開催いたしました。講師には昨年に
引き続き日本獣医生命科学大学の宮川優一先生をお招きし、「下部尿路疾患を見直そう！」いう演題で、西
支部内で希望の多かったテーマを盛り込んでいただき、尿石症、細菌性膀胱炎、特発性膀胱炎（FIC）につ
いてご講演頂きました。
　尿石症の治療というと療法食や抗菌剤を私たちはよく使用しますが、それ以外の対処法や療法食を与える
ことのリスクについて、またストレスや水分摂取が大きくかかわるFICについては実際の症例を多く取り入
れてお話頂きました。今回ご講演頂いた宮川優一先生とご参加頂いた先生方に感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部

69名 7名 14名 22名 6名 10名 10名
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畜安第１１２１－１号
令和３年２月２５日

公益社団法人　埼玉県獣医師会
会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課　　　
課長　野澤　裕子（公印省略）

家畜に使用するコリスチン製剤（動物用医薬品）のリスク管理措置の継
続について（通知）

　本県の動物薬事行政につきましては、日頃格別の御協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　標記について、別添のとおり農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課長から通知がありました。
　つきましては、下記のコリスチン製剤のリスク管理措置について、改めて貴会会員への周知をよろし
くお願いいたします。

記

１　コリスチン製剤を第二次選択薬と位置づけ、以下の措置を講じること。
　⑴　適応症を「第一次選択薬が無効の場合の細菌性下痢症」に限定
　⑵�　用法及び用量の欄に「投薬開始後一定期間内に治療効果を確認し、効果が見られない場合は獣医

師の判断に基づき製剤の変更等を行うこと」を明記
　⑶　直接の容器等に「第二次選択薬」であることを明記
２�　現在承認されている有効菌種のうち「緑膿菌」は細菌性下痢症の原因菌として妥当性が確認できな

いことから、有効菌種から削除する。
３　コリスチンの薬剤耐性に関する動向調査について、以下の取組を実施する。
　⑴　コリスチン製剤を使用した農場における薬剤耐性の動向調査の強化
　⑵　コリスチン耐性遺伝子（mcr-1）の動向調査の継続

※別添省略

お 知 ら せ
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農 政 第 ９ ０ １ 号
令和３年３月１９日

公益社団法人埼玉県獣医師会
会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部長　強瀬　道男（公印省略）

埼玉県における３月22日以降の段階的緩和措置等について（依頼）

　本県農林行政の推進につきましては、日頃から格別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　このたび、国において、埼玉県を含む首都圏の１都３県を対象とした緊急事態宣言について、３月２１
日をもって解除することが決定されました。
　今後、本県では、国が定めた基本的対処方針及び専門家の意見も踏まえ、段階的緩和措置等を実施い
たします。
　つきましては、再度の感染を防ぎ、県民の命を守るため、趣旨を御理解いただき、関係者の皆様への
周知に御協力くださるようお願い申し上げます。

（参考）
埼玉県ＨＰ
　【３月１９日発表】埼玉県における３月２２日以降の段階的緩和措置等について
　https://www.pref.saitama.lg.jp/a0401/covid19/saitamaken_kanwasochi0319.html

広告
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高病原性鳥インフルエンザの発生状況



13

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
₅月

₆月19日（金） 
～21日（日）

第100回日本獣医麻酔外科学会/第112回日本獣医循環器学会/第67回日本獣医画像診断学会 
2020春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）→中止

₇月23日
（木・祝）

東支部 
「乳腺腫瘍」 
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生 
病理組織検査ノースラボ　賀川　由美子　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）→中止
₈月

₉月₆日（日） 令和₂年度　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）獣医学術関東・東京合同地区学会 
（宇都宮市　栃木県総合文化センター）→1年延期

９月27日（日）
埼玉県獣医師会主催学術講習会（Web講習会）

「犬の消化器疾患と食事管理」／東京大学　大野　耕一　先生
「犬猫の心因性食欲不振及びFIC」／米国獣医行動学専門医（ACVB）　入交　眞巳　先生

【YouTubeにて開催】

10月18日（日）

東支部 
「整形外科～膝蓋骨って何者？手術適応
は？術式は？」 
東京大学付属動物医療センター　本阿彌　宗紀　先生 

【Zoomにて開催】
11月

12月₆日（日）
西支部

「猫特有の消化器疾患」
東京大学　大野　耕一　先生

【Zoomにて開催予定】

12月₆日（日）
東支部 

「画像診断（未定）」 
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）→中止

令和₃年 
₁月17日（日）

南支部・東支部 
「10万件の国内データベースから学ぶ、部
位別鑑別診断リスト活用のすすめ」 
ノースラボ　　賀川　由美子　先生 
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生 

【Vetpeerのサイトにて開催】
１月22日（金） 
～24日（日）

令和₂年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（兵庫） 
（神戸国際会議場・展示場）→中止

１月29日（金）

農林支部
令和２年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（さいたま市　中央家畜保健
衛生所）
→３月23日（火）に延期

₂月11日
（木・祝）

北支部 
「腹部臓器のよくあるX線画像と超音波画像
〜まずここから始めよう〜」 
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生 

【Zoomにて開催】

２月28日（日）
西支部

「眼表面（眼瞼、結膜、瞬膜）の主な疾患」
日本小動物医療センター　小野　啓　先生

【Zoomにて開催】

２月
衛生支部 
健康福祉研究発表会 
食肉衛生技術研修会

３月21日（日）
西支部

「下部尿路疾患」
日本獣医生命科学　宮川　優一　先生

【Zoomにて開催】

令和₂年度埼玉県獣医師会学術広報版令和₂年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和３年３月２０日現在）
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３月１０日　埼玉県畜産会第５回理事会（熊谷市　
ホテルヘリテイジ）

３月１１日　第２回狂犬病予防委員会・班長会議（さ
いたま市　清水園）

３月１９日　第２回総務委員会（さいたま市　清水
園）

３月２１日　西支部学術講習会（Web開催）
３月２３日　家畜保健衛生業績発表会（さいたま市　

中央家畜保健衛生所）リモート開催
４月１８日　第１回関東・東京合同地区獣医師会理

事会（栃木県宇都宮市　ホテルマイス
テイズ宇都宮）

５月２０日　埼玉県畜産会第１回理事会（熊谷市　
ホテルヘリテイジ）

６月１日　埼玉県畜産会第６６回通常総会（熊谷市　
ホテルヘリテイジ）

６月３日　埼玉県獣医師会第７３回定時総会
６月２３日　日本獣医師会第７８回通常総会

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

広告
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編　集　後　記
　３月１１日が東日本大震災後１０年目という事で
メディアが一斉に報道した。
　２万２２００人もの死者、行方不明者が４万１２００
人もの人々が避難生活を強いられ、原発事故の
起きた地域では未だに避難指示も解除されてい
ない。それなのに、申し訳ないが我々は毎日を
普通に暮らしている、それで良いのだろうか？

「天災は忘れたころにやってくる」という諺が
あるが、まさにその通りだった、決して風化さ
せてはいけない「ここまでが津波の爪痕だ！」
とその印を残しておかなければいけない。
　深刻なのは原発だ。東電は大事故が起きるま
で架空の原発安全神話を作り上げてどっぷり漬
かっていた。備えがあまりにもいい加減だった。
防波堤は低く、自家発電は水浸しで使えず、内
部圧力を下げるベントも１２０ｍの煙突と繋がっ
ていなかった。今頃になって知らされた。欠陥
品だ！欠陥品の福島第一原発を作った政府や東
電の責任は益々重い。しかし電気は必要不可欠
なものだ。ほとんど手付かずの原発と原発汚染
関連物質を後世に残さない為にはもっと方法は
ないのか？それには、研究者、技術者を増やす
事である。ところが人気が無くなって新卒が入
らなくなり、ベテラン職員は定年で減っている。
大学の関連学科の学生も減っているそうだ。原
発ゼロにするためには原子力を学ぶ人材が必要
不可欠だ。唯一被爆した国としてこの分野の技
術者を多く育てて、使って差支えのない原発を
稼働させて化石燃料の消費を減らしながら進む
べきだ。先進国は既に脱原発、脱炭素に舵を切っ
ている。原発反対は分かるが、日本国民は原子
力アレルギーが有る様だが、いま置かれている
現実を見つめて進むべきではないだろうか？
　待ちに待ったＣＯＶＩＤ－１９へのワクチン接
種が始まった。どの国も一日でも早くワクチン
を使いたくて争奪戦だ。持てる者の強みか？ワ
クチンを武器に中国やロシアを始めとして開発
国が世界を牛耳ろうとしている。日本はどう
だ？指をくわえて眺めているだけ。第二次世界
大戦では石油だった、こんなことが起こるのだ、
どうなったかは何れ歴史が語ってくれる事だろ
う。

　日本のワクチン開発は以前は先頭を切ってい
たという。その後副反応の負の部分ばかり取り
上げられ訴訟で騒いでいた為に国やメーカーが
及び腰になりやむなく中止に追い込まれてし
まった為に開発まで遅れた。我が国は小資源国
なのに農業、先端技術開発、基礎研究、ワクチ
ンまでもが他国頼りになっている。昔から、ひ
とたび戦争が起こったら海外から物が入らなく
なるので、出来るだけ自国生産をすべきだと叫
ばれていたが、この国は凋落の一途を辿るの
か？
　欧米の主要国ドイツやフランス、英国、米国
の様に自国で生産して有事でも他国の顔を伺わ
ずにきちんとした反対意見を言える国になれる
様な日本になれないのか？
　アストラゼネカのワクチンは５００万人に３０例
の血栓塞栓症が報告されたそうだが、欧州医薬
品庁が出した答えは「感染による重症化を防ぐ
利点は、副反応のリスクを上回る」だった。副
反応だとしても0.000６％だ、治療で治るなら感
染して生死をさまようより良い。ワクチンとは
そういうものではなかったか？何でも１００％は
あり得ない。緊急事態宣言は解除されたので、
一刻も早くワクチンを使って沈静化して欲しい
ものである。
　新年度になりました。県庁や一般企業では人
事異動又は新入社員の時期です。ご苦労様でし
た。そしておめでとう。開業者は狂犬病集合注
射です。３月１１日に狂犬病予防委員会と班長会
議が開催されました。あくまでも市町村の意見
を尊重しながら獣医師として狂犬病予防注射の
接種率を上げなくてはなりません。本会として
はもし緊急事態宣言が発動されても十分な予防
対策をして狂犬病予防集合注射を実施する予定
です。前年度は経験した事の無い事態で関係者
の先生方、本当にご苦労様でした。コロナ禍の
中ですが無事に終了する事を願います。
　本会でも様々な委員会や講習会がリモートや
中止になりましたが、本年度は少しでも対面で
良い形で開催されますことを願いながら６８９号
をお届けいたします� （不動）
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広告



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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